
4 総事業費 千円500,000

事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート 事業種別 継続 補助 事業類型 Ⅲ 整備事業 ２次評価対象分

コード 名               称 区分 コード 名            称 事業実績

事業名 781 伊勢路とがの奥鹿野線道路改良事業
会計 01 一般会計

活動指標 単位
実績値 目標値

款 08 土木費 H17 H18 H19 H20

基　本
施　策

50 市内道路網を機能的に強化する
項 02 道路橋りょう費 目標 目標

目 03 道路新設改良費 実績 0 実績

施　策 1 市内幹線道路・生活道路の整備
細目 105 道整備交付金 目標 ― 目標

細々目 03 伊勢路とがの奥鹿野線道路改良事業 実績 実績

基本計画該当頁 180 行革大綱の重点事項番号 4 目標 ― 目標

担当部課
コード ７５３５００ 評価者

氏　名
上田　賢博 連絡先

52 - 3223 実績 実績

名称 青山支所　産業建設課 (内線) 215

評価指標

事業の計画・内容
事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位

実績値 目標値

事
業
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか） H17 H18 H19 H20

伊勢路とがの奥鹿野線の利用者
より安全に工事路線を通行できる。

進捗率 執行事業費÷全体事業費 ％
目標 0 目標 3

8 20
実績 0 実績 1
目標 目標

実績 実績

（※対象件数 １地区 ）
根拠法令・要綱等 道路法

開始年度 平成 18 年度
関連事業

評価

本
年
度
事
業
内
容

終了
地域にとって当路線はライフライン的な性格をもっているが、道
路の幅員が狭いため拡幅を図る。
Ｈ１８、奥鹿野地内

22 年度年度 平成

状
況
変
化
等

奥鹿野地区住民の通勤・災害時の生活道路として安全・
安心を確保するため、２車線化を図る。 必要性

評価項目

4

ポイント 評価項目についてのコメント
現道は国道１６５号から奥鹿野地区への主要道路で、同地区の生活基盤として活用されているが、幅員が狭く、山間部で
はカーブが連続しており、対向できない区間が多いため地区外への通勤、通学に支障をきたしている。

有効性 4
現道は、地区住民にとって唯一ともいえる生活道路であり、事業実施により円滑な通行ができれば、地区の活性化に大き
く貢献することになる。また、将来的には市内から津市方面への国道１６５号の代替機能を持つ路線として活用が期待でき
る。

達成度 2
地元協議及び県協議に時間を要しており、繰越事業となっている。

効率性 4
現道拡幅を基本に改良する計画であり、必要最小限の事業費で改良する。整

1

備内容

建設用地 奥鹿野

運営体制

1 運営主体

　委託先
2 建設面積（延床面積） 計画延長Ｌ＝１，０００ｍ

3 規模・構造 幅員Ｗ＝７．０ｍ

2 配置（予定）人員 人

Ａ

総合評価

拡大

事業の方向性

工事区間の道路に隣接して圃場整備された農地及び公図混乱を起こしている山林が存在するため、この部分を避けて通るルート選定
と地元協議が必要である。

改善についての取り組み

3
4
年間運営費
市内の類似施設

千円

進
　
捗
　
状
　
況

年度 18 19 20 21 22

事
業
内
容

平成１７
事 業 内 容

年度
数量

 決算内容
金  額 事 業 内 容

平成１８
数量
年度 決算

金  額
内容

事 業 内 容
平成１９

数量
年度 計画

金  額
内容

事 業 内 容
平成２０

数量
年度 計画

金  額
内容

事 業 内 容
平成２１

数量
年度 計画

金  額
内容 平成２２

事 業 内 容 数量
年度 計画

金  額
内容

委託
　

単位

(千円) 　
単位

(千円) 　
単位

(千円) 　
単位

(千円) 　
単位

(千円)
単位

(千円)
測量設計 1 式 14,805 工事 1 式 10,000 工事 1 式 46,000 工事 1 式 155,000 工事 1 式 150,000

用地補償 1 式 8,888 用地補償 1 式 7,000

用補
測量設計 1 式 10,000

工事

進捗率
(％)

1 8 20 60 100
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
事業費計(A) 　 Σ 0 事業費計(A) 　 Σ 14,805 事業費計(A) 　 Σ 28,888 事業費計(A) 　 Σ 53,000 事業費計(A) 　 Σ 155,000 事業費計(A) 　 Σ 150,000

事業投入人員 人件費（Ｂ） 人 0 人件費（Ｂ） 1.0 人 7,200 人件費（Ｂ） 1.0 人 7,200 人件費（Ｂ） 1.0 人 7,200 人件費（Ｂ） 1.0 人 7,200 人件費（Ｂ） 1.0 人 7,200

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 0 22,005 36,088 60,200 162,200 157,200

事業費（人件費除く）の財源内訳
（Ａ） 事      業      費 0 14,805 28,888 53,000 155,000 150,000

Ａ
の
財
源
内
訳

国庫支出金 7,403 14,444 26,500 77,500 75,000
県 支 出 金
地   方   債 7,000 14,000 27,500 77,500 75,000
受益者負担
そ   の   他
一 般 財 源 0 403 444 -1,000 0 0
計 0 14,805 28,888 53,000 155,000 150,000

備
考

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

道整備交付金事業 道整備交付金事業 道整備交付金事業 道整備交付金事業 道整備交付金事業

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


	伊勢路とがの

